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根來寺の本尊三尊像を安置する建物で、根來
寺を総本山とする新義真言宗の中心的な行事
が行われる最も重要な建物です。現在の建物
は文政 10（1827）年に再建されたものです
が、最初の建物は、大師堂と同じ 15世紀初
頭あたりに高野山大伝法院の本堂を再興して
完成したものです。現在も、覚鑁上人以来の
「伝法大会」はここで行われており、僧侶が
修行する大切な場所です。

不動堂は、県内では珍しい八角円堂の建物で、
大伝法堂から谷を越えた東方に位置していま
す。内部には「三国一錐鑽不動」で親しまれ、
覚鑁上人の命の身代わりになって救ったとい
う伝承をもつ不動明王像が安置されています。

名勝根来寺庭園の聖天池に張り出して建てら
れている檜皮葺屋根の小規模なお堂で、建物
内には聖天を祀っています。享保 21（1736）
年に建立され、その後現在地に移築されてい
ます。このお堂内正面にある朱塗の壇は「根
来塗」として、古くから根來寺に伝わるもの
です。

この堂は、山内の僧侶が護摩という神聖な火
を焚いて、真言密教の大切な修法をするとこ
ろです。本尊として修験道の開祖であり、葛
城山系の信仰をひらいた役行者（えんのぎょ
うじゃ）を祀り、仏法興隆のための行場（ぎょ
うば）となっています。現在の行者堂は、17
世紀中期の建物だとされています。

通称「光明殿」といい、紀州徳川家 8代藩主、
重倫公の母、清信院が託した願いによって建
立されたもので、文化元（1804）年に落慶
しています。現在は内部に、覚鑁上人のご尊
像が安置され、左右には歴代藩主、座主の位
牌をはじめ、信徒の位牌が祀られています。

根來寺境内の西の端に建つ総門です。現在の
建物は、近世における根來寺復興の最期を飾
る事業として弘化 2（1845）年に上棟され
たもので、左右に仁王像を配した大寺院の正
門にふさわしい規模をもつ雄大で重厚な二重
門です。

令和元年 9月、新義真言宗総本山根來寺の大伝法堂や大門等、建造物 6棟が国の重要文化財の指定を受けました。
6棟はすべて、根來寺の近世における復興の過程で整備されたもので、大伝法堂、光明真言殿、大門といった大型
建造物や不動堂等の諸堂は、いずれも天正の兵火後の境内復興の中枢をなす建造物群として、高い歴史的価値が認め
られました。

■根來寺大伝法堂

■根來寺不動堂

■根來寺聖天堂

■根來寺行者堂

■根來寺光明真言殿

■根來寺大門

岩出市の文化財
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粉河寺本堂に次いで県下で二番目
の大型の本堂で、単純明快な構造
ながら、像高 3メートルを超える
根來寺本尊である三尊像安置の堂
舎として、堂々とした風格のある
建物です。

県内では珍しい八角円堂の建物で、
堂内に安置している不動明王は、覚
鑁上人の厄難を身代わりになって
救ったという伝説から厄除け不動
や錐もみ不動とよばれ、28日の縁
日には多くの参拝者で賑わいます。

聖天堂は、聖天池に張り出す浮身
堂のような仏堂です。境内を復興
した僧のひとり法恕が、自らの住
坊・蓮華院にあった聖天堂を現在
地に移転し、光明真言殿の新設と
ともに根來寺境内の信仰景観を整
えた建物です。

行者堂は、光明真言殿に続く西廊
下に接して立つ小堂で、本尊は山
岳信仰をひらいた役行者像です。
当時、葛城山系（現和泉山系）の
行場のひとつが根来の地にあり、
鳥羽上皇や覚鑁上人も深く山の信
仰を信心したところから、この地
が大伝法院の末寺に選ばれました。
行者堂は小さな堂ですが、根來寺
の歴史上、大切な堂です。

堂中央には覚鑁上人像が安置され、
命日（12 月 12 日）には報恩講が
おこなわれます。光明真言殿の内
部は柱がない大きな空間で、今日
ではコンサートも行われます。

屋根が二重になる二重門は、和歌
山県下では金剛峯寺大門と根來寺
大門のみで、棟高 18メートルの壮
大な建造物です。左右にまつる仁
王像は、仏法世界を守るための尊
像です。
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市章の由来

市のデータ

岩出市イメージキャラクター
「そうへいちゃん」

岩出市市民憲章

一、自然を大切にしきれいなまちをつくりましょう
一、人を愛し助けあう笑顔のまちをつくりましょう
一、健やかで生きがいをもつ市民になりましょう
一、教養を高め歴史と文化を愛する市民になりましょう
一、産業を育成し活力あふれるまちづくりに努めましょう

【市の木】うばめがし【市の花】さくら 【市の鳥】うぐいす

私たちは　緑の山と紀の川の清流に
育まれた岩出市の市民であることに
誇りをもち　平和を重んじ豊かなまちを
つくるためにこの憲章を定めます

平成18年 4月 1日（市制施行）
の日に、岩出市民みんなの夢や
願い（市民憲章）を叶えるため
に生まれました。

面　積／38.51㎢
人　口／54,031人（男26,139人／女27,892人）
世帯数／23,606世帯
〈住民基本台帳　令和3年1月末現在〉

岩出の岩を図案化したもので、円形は岩出市民の「和」と「団結」を、両翼はまち
の飛躍を表しています。

令和２年、市民や観光客に、「岩出」と「根來」をイメージ
していただけるよう、ロゴやシンボルカラーなどを定めた「い
わで・ねごろブランドマニュアル」を作成しました。
今後、観光を中心にこれらを活用し、ブランド化を進めます。

岩出市は、和歌山県の北部に位置し、和歌山市の中心部から約 15km、大阪都心部から約 50km、関西
国際空港からは約 30kmの距離にあり、北は大阪府泉南市及び阪南市、東南は紀の川市、西は和歌山市
に接しています。

岩出市概要 岩出市へのアクセス

IWADE　37



38　IWADE IWADE　39

JR 岩 出 駅

JR
船
戸
駅

岩
出
市
役
所

岩
出
市
立
体
育
館

岩
出
警
察
署

那
賀
振
興
局

那
賀
消
防
組
合

消
防
本
部

24

Iw
ad

e 
C

ity
 M

ap
岩
出
市
M
AP

根
來
寺

根
来
公
園
墓
地

和
歌
山
県
植
物
公
園

緑
花
セ
ン
タ
ー

岩
出
根
来
IC

道
の
駅
 

根
来
さ
く
ら
の
里

道
の
駅
 ね
ご
ろ
歴
史
の
丘

岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

至
 紀
の
川
市

至
 紀
の
川
市

至
 和
歌
山
市

至
 和
歌
山
市

至
 紀
の
川
市

至
 大
阪
府
泉
南
市

京
奈
和
自
動
車
道

根
来
山
げ
ん
き
の
森

さ
ぎ
の
せ
公
園

岩
出
市
立
市
民
総
合
体
育
館

岩
出
市
民
プ
ー
ル

交
通
公
園

（
防
災
公
園
）

根
来
SL
公
園
　
　
根
来
23
47
-2
13

根
来
SL
公
園

和
歌
山
県
植
物
公
園
緑
花
セ
ン
タ
ー
　
　
東
坂
本
67
2

大
宮
緑
地
総
合
運
動
公
園

水
栖
大
池
公
園

水
栖
大
池
公
園

紀
ノ
川

岩
出
橋

旧
和
歌
山
県
会
議
事
堂

岩
出
市
立
岩
出
図
書
館

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

岩
出
市
立

駅
前
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

6

5

14

11

10

1

3
1

2

4
5

3

10
11

8

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

岩
出
市
立
岩
出
保
育
所

岩
出
市
立
山
崎
保
育
所

岩
出
市
立
根
来
保
育
所

岩
出
市
立
上
岩
出
保
育
所

私
立
し
ら
ゆ
り
保
育
園

私
立
さ
く
ら
保
育
園

私
立
お
ひ
さ
ま
子
ど
も
園

私
立
山
崎
北
こ
ど
も
園

私
立
つ
く
し
の
里
こ
ど
も
園
 

私
立
和
歌
山
中
央
幼
稚
園
「
さ
く
ら
ん
ぼ
学
級
」

私
立
和
歌
山
中
央
幼
稚
園

私
立
お
の
み
な
と
紀
泉
台
幼
稚
園

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
い
あ
い

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
い
わ
で

病
後
児
保
育
室
「
き
ら
ら
」

保
育
・
子
育
て
支
援
関
係
施
設

1 2 3 4 5 6 7 8 9学
 校
岩
出
市
立
岩
出
小
学
校

岩
出
市
立
山
崎
小
学
校

岩
出
市
立
山
崎
北
小
学
校

岩
出
市
立
根
来
小
学
校

岩
出
市
立
上
岩
出
小
学
校

岩
出
市
立
中
央
小
学
校

岩
出
市
立
岩
出
中
学
校

岩
出
市
立
岩
出
第
二
中
学
校

和
歌
山
県
立
那
賀
高
等
学
校

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設

岩
出
市
立
岩
出
図
書
館

岩
出
市
立
駅
前
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

岩
出
市
中
央
公
民
館

岩
出
地
区
公
民
館

山
崎
地
区
公
民
館

紀
泉
台
地
区
公
民
館

根
来
地
区
公
民
館

上
岩
出
地
区
公
民
館

船
山
地
区
公
民
館

桜
台
地
区
公
民
館

岩
出
市
民
俗
資
料
館

岩
出
市
立
市
民
総
合
体
育
館

ね
ご
ろ
歴
史
資
料
館

岩
出
市
立
体
育
館

若
も
の
広
場

根
来
総
合
運
動
広
場

岡
田
ス
ポ
ー
ツ
広
場

大
宮
緑
地
総
合
運
動
公
園

岩
出
市
民
プ
ー
ル

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

12

13
15

16

12
19 7

6

5
4

8
5

8

6 9
15

9

4
7

3

13

2
2

18

3

1
14

7
2

4 1 9
17

1 2 3 4 5

根
來
寺

根
來
寺
境
内

根
來
寺
庭
園

根
來
寺
大
門

旧
和
歌
山
県
会
議
事
堂

増
田
家
住
宅

西
国
分
塔
跡多
宝
塔
（
大
塔
）（
国
宝
）

大
師
堂

大
伝
法
堂

光
明
真
言
殿

国
指
定
文
化
財
（
建
造
物
・
史
跡
・
名
勝
）

不
動
堂

行
者
堂

聖
天
堂


	p34-35
	p36-37
	p38-39

